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下水道施設の耐震設計 Ver4.0 拡張内容  【人孔の耐震設計】 

 

（１）本下水道協会の地震動波形に「日本道路協会基準 2012 年版」「国土交通省」を追加 

 

 ◆管きょと同様にこれまでの、日本下水道協会、日本下水道事業団に加え、レベル１地震動に対して 

「日本道路協会」・「国土交通省」を追加致しました。 

・「日本道路協会基準 2012 年版」 

道路橋示方書（平成 24 年 3 月）の地震動基準に対応致しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「国土交通省」 

地域別補正係数は「建設省告示 第 1793 号(S55.11.27)」、｢国土交通省告示 第 597 号(H19.5.18)｣

に対応しました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地震動基準に「日本水道協会 1997 年版」「日本水道協会 2009 年版」を追加 

 

◆日本下水道協会の地震動基準に加え、 

「日本水道協会 1997 年版」、「日本水道協会 2009 年版」を追加致しました。 

 

・日本水道協会 1997 年版 
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◆「日本水道協会 2009 年版」は、固有周期の算出方法を、 

埋設管、シールドトンネルの２種類から選択可能となりました。 

 

・「日本水道協会 2009 年版」  

 

埋設管                       シールドトンネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           シールドトンネルの場合、 

                                   レベル１、２地震動に対して、それぞれ表層地盤の 

                            固有周期の設定や固定することが可能です。 
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（３）道路土工による照査方法を追加（現場打ち人孔） 

 

◆道路土工 カルバート工指針 の応力照査方法に対応しました。 

 

  ・部材接合部の剛域の影響を考慮することができるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ハンチがある場合の剛域        ハンチがない場合の剛域 

 

  ・矩形断面の水平方向断面力の算出をフレーム計算で行う場合に、道路土工に合わせて 

行うことができるようになりました。 

 

    ●旧バージョン                 ●新バージョン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）部材照査位置の指定 

 

 ・部材照査位置を指定することが可能となりました。 

   ・鉛直方向 節点＋分割数の中から最大点 

   ・水平方向 節点＋層変化点 

  簡易出力と同様に出力枚数を少なくすることが  

できます。  

 

 

 




